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生徒の実態

○純朴で素直な生徒が多く、地域課題解決型探究学習や学校行
事、社会貢献活動、部活動等に積極的に取り組んでいる。
○食物調理科、看護科には、目的意識をはっきりと持った生徒が
多く入学してくる。また、卒業時には科の専門性を生かした多くの
スペシャリストが巣立っている。
○国公立大学合格者数が30名を越えるなど進学実績が向上して
いる。
〇看護師国家試験合格率はほぼ100％である。

内外の環境分析
〇例年多くの中学生から志望されており、また特色ある教育活動を地域
の方や保護者から高く評価されている。
〇すべての普通教室及び教科の特別教室に短焦点プロジェクタが完備
されているなど、ICT環境が整っている。
○２つの体育館、武道場、トレーニングルーム、多目的棟等、体育の授業
や部活動、行事、活動発表等が効果的に行える施設環境が整っている。
○保護者は学校の教育活動に対して理解があり、協力・支援が得られて
いる。
○地域や行政の支援体制が整っており、校外における様々な生徒の活
動が行いやすい環境にある。

○生活基礎力と確かな学力と学び続ける力
○主体的に考え、判断し、目標を持って挑戦する力
○思いやりを持ち、他者や地域、世界と共に歩む力
○体験的活動を通じた探究する力、地域社会に貢献する
力
○豊かな人間性と職業意識
○国際理解、国際交流や日本文化の伝承・発展に寄与す
る力
○専門職として必要な知識・技術を習得し活用する力
○スポーツを通じたリーダーシップや人間力

何を学ぶか〔教育課程の編成〕 どのように学ぶか〔教育課程の実施〕
○ICT活用や対話的な学びなどによる、育てたい資質・能
力を身に付けることができる授業の実践
○総合的な探究の時間「行学」（効果的な地域人材の活
用）による課題発見・課題解決型能力、コミュニケーション
能力等の育成
○大学訪問やジョブシャドウイングを通じたキャリア教育
の充実
○校内外の交流や体験・ボランティア活動を通じた自己肯
定感や自己有用感の育成
○姉妹校交流、短期留学、国際交流活動、英語活動等を
通じた国際的視野の育成

○各学年・各科で身に付けるべき知識や技術の定着を図る
○論理的に思考し、判断し、自ら学ぶ
○他者との協働・協力
○コミュニケーション能力を高める
○専門職としての人間性を高める
○様々な体験を通じてリーダー的素養を身に付ける
○臨機応変に変化の激しい時代を生き抜くことができる力を身に付ける

学校経営ビジョン
(将来像・目指す姿)

身に付けさせたい力
(資質・能力)

○生徒の主体的学習を支援しながら学力向上を図り、希望する進路目標を達成できる学校
○学習や学校行事・部活動を通して、道徳心や規範意識を身に付け、人間力を高めることができる学校
○地域連携や英語力の向上を通して、グローバル社会やローカル社会に貢献できる人材を育成する学校
○生徒相互の協力や教職員相互の協力・支援体制が整い、組織が活性化している学校
○学校の取組をきちんと情報発信し、保護者や地域社会から理解され、信頼される学校

１　論理的思考力　　　　２　コミュニケーション能力　　　３　課題発見・解決能力

何ができるようになるか〔学校教育の基本〕

　　　　　・　情熱全力
　　　　　・　共学深化
　　　　　・　世界にジャンプ

普通科体育分野
　　　・　気力（心）
　　　・　体力（体で表現）
　　　・　実践力（リーダーシップ）

専攻科
　　　・　創造（Ｃｒｅａｔｉｏｎ）
　　　・　伝承（Ｌｏｒｅ）
　　　・　進展（Ｐｒｏｇｒｅｓｓ）

　　　　・　豊かな人間性
　　　　・　思考力
　　　　・　看護観の深化

　　　・　確かな専門性
　　　・　専門職業人としての自覚
　　　・　職業的倫理観

普通科

食物調理科 看護科

何が身についたか〔学習評価を通じた学習指導の改善〕
○各学年・科における基本的知識や技術を習得しているか。（ルーブリック評価
等で検証)
○主体的、対話的な学びを意識して取り組むことができているか。（授業評価ア
ンケート等で検証)
○食物調理科・看護科においては2年次「学びの基礎診断テスト」でGTZB3以上
の学力を身に付けているか。
○普通科においては2年次末のマーク模試で全国偏差値50以上の学力を身に
付けているか。

実施するために何が必要か
（指導体制の充実、必要な支援、家庭・地域との連携・協力）

〇オンライン学習推進のための校内体制の確立やルールづくり
○主体的・協働的で深い学びにつながる授業改善や授業公開の充実を
図る校内研修体制
○国公立大学推薦・AO入試へのオール東高での指導体制
○総合的な探究の時間「行学」に係る外部機関との連携
○家庭学習時間確保に向けたメディア利用に関する学校と家庭との協
力・連携

生徒にどのように支援するか
（どのような配慮が必要か）

〇クラウドサービス利用に係る、家庭のウェブ環境等への配慮
○生徒の実態や学習内容に応じた一斉型授業と学び合い授業のバ
ランス
○生徒が安心して学校生活が送れるクラス経営や学年の環境作り
○3年間を見通したきめ細かな進路指導
○人間関係や学業に関する悩み等で個別の支援を必要とする生徒
への教育相談・特別支援教育体制の充実

取組を支える 取組を支える

目標実現に向けた取組の方針
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〈キャッチフレーズ〉「殻を破ろう、人と繋がろう」
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